
木曽谷・伊那谷フォレストバレー
の取組について

⽊曽⾕・伊那⾕は、森林や林業に関する教育機関や試験研究機関等が⽐較的近距離で集積し、
⽊や森を活かして豊かな社会をつくるための基盤が整った全国的にも珍しい地域である。

「⽊曽⾕・伊那⾕フォレストバレー」はこの強みを活かし、⽊や森に関心のある人が県内外
から訪れる人材育成とイノベーションの拠点地域となるよう、地域ブランドの確⽴を目指すと
ともに、移住・定住の促進や交流人⼝の創出を図る。

【理念】 木や森の「学び」と「暮らし」に会える場所
【基本方針】 ⽊曽⾕・伊那⾕での⽊と森に関する学びを活かし、新たな時代を支える

人材を育成するとともに豊かな暮らしや多様なビジネスを創出
（２）推進体制

１ 木曽谷・伊那谷フォレストバレーの概要

（１）趣旨

（１）「つながり」を構築しながら新たな価値を共創する１０のプロジェクト

２ 令和７年度の取組

（２）フォレストバレーの認知度向上

・各プロジェクトの実施を通じ、関係機関相互の連携関係を醸成
①⾼度専門人材育成プロジェクト（事務局）②森林ベンチャースクール（事務局）
③林業技能向上プロジェクト（事務局）④学びの拠点形成プロジェクト（林業総合センター）
⑤⽊⼯拠点形成プロジェクト（上松技専）⑥課題発⾒サマースクール（信⼤）
⑦⽊と森の暮らしと働き創出プロジェクト（⽊曽地振局）
※（ ）＝主担当機関

メインプロジェクト（７プロジェクト）

・⺠間事業者等がテーマに即して実施する提案型プロジェクト
（補助率10/10・3/4）

・プレゼンテーションを経て選定した３件に対して補助⾦を交付

関連プロジェクト（３プロジェクト）

・⽊曽⾕・伊那⾕フォレストバレーポータルサイトの開設
→ 関係機関の紹介、各プロジェクトの情報発信等

・公式インスタグラムを開設
→ 地域の自然や文化、日常の活動等を幅広に発信

・全国メディアへの取材依頼等 例）林政ニュース
・庁内各部局のチャンネルを活用した情報発信

インスタグラムポータルサイト

【学識経験者】
【関係機関】

信州⼤学農学部、林業⼤学校、林業総合センター、
上松技術専門学校、⽊曽⻘峰⾼校、上伊那農業⾼校、
伊那市産学官連携拠点施設（INADANI SEES）、

⻑野県林業労働⼒確保支援センター
【関係市町村】

【⻑野県林務部】

⽊曽⾕・伊那⾕フォレストバレー 運営協議会

委員会・幹事会

専門委員会

⽊曽⾕・伊那⾕フォレストバレー 庁内検討会議
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完

（事務局: 県林務部）

（県庁内関係部局）

異分野・異業種の「つながり」を築きながら、フォレストバレーの魅⼒を全国に発信する。

令和7年（2025年）８月28日
林務部信州の木活用課 小林、天田、峰村
電話：025-234-7274（直通）
FAX： 026-235-7364
E-mail： ringyo@pref.nagano.lg.jp

その他資料



９⽉から受講⽣募集を開始︕

• 「森に関わる100の仕事を作る」をテーマに、森林業界以外の他業種と連携して
森と人を繋げるプログラムを提供（対象は学生・社会人を問わず）

講師︓デザイナー、建築⼠、アウトドア、教育分野など
• 豊かな森林資源の価値を共に考える中で、新たな気付きやつながりを創出し、
関係人口の増加、移住者意欲の促進、職業マッチングや新規創業への動機づけに繋げる

オンライン＋現地のハイブリット講座
オンライン講座と現地フィールドワークによる多層的な学び
・森×○○（暮らし、観光、生態系、哲学など）を考える
・森歩きと森遊び、⽊こり体験、焚き⽕交流会 etc.
10月から冬までオンライン講座3~4回 / 11月に現地講座2泊3日を想定

フォレストカレッジとは

●申込者1,000人超、移住者41名
●半数以上が都市圏からの参加※

●参加者の７割が20〜30代※ ※R6実績

今までの実績（フォレストカレッジ R2～R6）

フォレストカレッジ in 伊那・木曽（株式会社やまとわ）

木曽谷・伊那谷フォレストバレー
『木や森の学びを活かした人材育成・イノベーション創出
に向けた提案型プロジェクト』３件が本格始動 信州の木活用課

令和７年８月28日 部局⻑会議資料
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県内各地
都市圏など
全国から参加

昨年度の参加者

内容

特徴 多彩な講師陣
森林分野に限らない各地で活躍する人材や地域プレイヤーとの交流
デザイナー、建築⼠、職人、アウトドア、教育分野など

豊かな森林資源と人的資源
実際に伊那谷・⽊曽谷エリアに赴き豊かな自然と人の営みを感じましょう

現地では森の中で焚き⽕交流も

９⽉16日 間伐体験（南箕輪⼩）

・移住者が「⽊のある暮らし信州」に出会い
実感できるよう、地域産材を活⽤した「⾥
山暮らしキット（⼩屋、ﾄﾚｰﾗｰﾊｳｽなど）」を
参加者とともに開発

・キット開発と併せ、⽊や森に関する産業に
ついて学ぶ場として、⼩中高⽣・大学⽣
向けの森林づくり、家づくり講座を開催

10⽉以降に講習会を開始

・学⽣（木曽⻘峰高校、上松技術専門校等）、
建築事業者らとともに、⽊曽谷・伊那谷
の森林資源を活⽤して最新のものづくりを
実践

・デジタル技術（ﾚｰｻﾞｰｶｯﾀｰ、3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰなど）
の操作ワークショップ,ディスカッション
を経て、今年度中に試作品を開発

森と暮らしをつなぐ木曽谷・伊那谷の
⽣活プロダクト開発 （合同会社太太）

「⾥山暮らし」ブランディングプロジェクト
（株式会社あっとホーム）
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